




















 

研究目的 

 臨床遺伝学という学問の分野が拓かれてから,それ程長い年月が経過したわ

けではない。そもそも臨床遺伝学という言葉はその定義も判然としないままに

使われてきた。そして,一般的には,遺伝性疾患の臨床的研究,あるいは臨床医学

的研究の遺伝学的アプローチといった程度の認識しかなかった。しかし,1960

年前後から,上述のような認識にとどまるものではなく,人類遺伝学と遺伝相談

の結合したものが臨床遺伝学だと考えられるようになってきている

(Porter,I.H.1977)。すなわち,臨床遺伝学的研究は,やはり遺伝相談に寄与しう

る内容を含んでこそ,その意義があるといえるであろう。 


